
軽井沢地区におけるメガソーラー建設計画に対する反対決議  

 

函南町は、ふじのくに・静岡県の東部、伊豆半島の玄関口にある。箱根

の南に位置し、富士山の眺めをはじめ、緑豊かな自然環境に恵まれた町で

ある。  

しかし、函南町とその周辺の地域では、かねてより大雨による大規模な

洪水被害や土砂災害が発生しており、その復旧や防止策に多大な時間と費

用を要したことから、治山・治水対策は町の最優先事項となっている。  

現在、軽井沢地区において、事業地面積約 65 ヘクタールのうち約 39 ヘ

クタールの地形又は植生を変更・造成するメガソーラー（大規模太陽光発

電所）建設事業が計画されている。この計画では、広大な森林等を伐採し、

10 万枚を超える太陽光パネルの設置が予定されている。森林の伐採は土壌

の保水力を低下させるとともに、土砂災害の発生リスクが高まり、集中豪

雨があれば、今まで浸透していた雨水が表層を流れ、周辺地域での土砂災

害だけでなく、柿沢川の下流域においても洪水被害の発生が懸念される。 

建設予定地の周辺には、美しい山々に囲まれた丹那盆地があり、子ども

たちが学び遊ぶ丹那幼稚園や丹那小学校、伊豆半島ジオパークのジオサイ

トである丹那断層公園が存在している。恵まれた地域資源や素晴らしい景

観を次の世代へ繋いでいくことは、我々の責務である。  

建設計画地の周辺住民のみならず柿沢川の下流域の住民にとっても、メ

ガソーラー建設事業は、土砂災害や洪水被害、自然環境や景観の悪化など、

多くの懸念を招くものであり、現在、町民による反対運動、署名活動も展

開されている。  

函南町議会としても、町民の不安が払拭されないまま計画が進むことは

看過できるものではない。  

函南町行政は、軽井沢地区におけるメガソーラー建設計画に対し、土地

利用事前協議において「同意しない」とする審議結果を事業者に通知して

おり、函南町議会はこの不同意の意思表明を強く支持する。  

町民の生命・財産を守り、函南町の豊かな自然環境を次の世代へ繋ぐた

めにも、函南町議会は軽井沢地区におけるメガソーラー建設計画に対し、

断固反対する。  

 

以上、決議する。  
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